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礼
拝
の
恵
み
⑬ 

第
一
七
章 

 

第
六
部  

礼
拝
の
た
め
の
力 

 

礼
拝
の
た
め
の
力
は
神
の
第
三
位
、
聖
霊
で
あ
る
。 

 
 

第
二
節 

聖
霊
の
み
わ
ざ 
 

（
七
） 

礼
拝
と
の
関
係 

礼
拝
に
関
す
る
神
の
霊
の
働
き
は
御
言
葉
を
通
し
て
個
々
の
信
者
を

導
き
、
父
と
子
へ
の
理
解
と
尊
敬
と
を
ま
す
ま
す
増
大
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
各
自
が
聖
書
の
読
者
で
あ
り

研
究
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
聖
霊
は
神
の
言
葉
に
反
し
て

信
じ
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
行
わ
せ
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

決
し
て
し
な
い
。
信
者
が
御
言
葉
を
通
し
て
御
霊
に
教
え
ら
れ
る
時
、

御
霊
は
信
者
を
導
い
て
、
神
の
事
柄
を
さ
ら
に
深
く
知
る
よ
う
に
し
、

こ
と
に
礼
拝
に
関
す
る
知
識
を
増
大
す
る
。
礼
拝
が
な
に
よ
り
も
第

一
に
個
人
的
な
事
ガ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
礼
拝
は
集
ま
り
の

時
に
示
す
為
に
し
ま
っ
て
お
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
て
、
信
者
の

魂
か
ら
絶
え
ず
、
毎
日
毎
日
、
子
に
現
わ
さ
れ
て
い
る
神
の
本
質
と

御
業
と
を
理
解
す
る
ま
ま
に
、
天
に
の
ぼ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
霊
的
状
態
に
あ
る
信
者
の
仲
間
が
一
つ
の
集
会
と
し
て
集

ま
る
と
き
、
そ
こ
に
な
ん
と
い
う
大
き
な
霊
に
導
か
れ
た
礼
拝
が
生

じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
数
の
信
者
が
聖
書
的
な
仕
方
で
主
イ
エ

ス
を
記
念
す
る
た
め
に
集
ま
る
時
に
、
特
に
、
御
霊
の
導
き
が
あ
き

ら
か
に
な
る
。
こ
の
聖
な
る
天
の
客
人
の
は
っ
き
り
し
た
導
き
は
そ

れ
が
こ
の
信
者
、
あ
の
信
者
を
感
動
し
て
賛
美
歌
を
歌
わ
せ
た
り
礼

拝
に
導
い
た
り
聖
書
の
あ
る
箇
所
を
読
ま
せ
た
り
す
る
と
き
に
、
そ

れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
賛
美
歌
も
、
ど

の
言
葉
も
、
そ
の
集
ま
り
の
特
別
の
題
目
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。 

（「
礼
拝
」
Ａ
Ｐ
ギ
ブ
ス
著
） 

私たちがキリストの奥義を語れるように、祈ってください。 
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二
〇
一
四
年
八
月
二
四
日
午
前
一
〇
時 

礼
拝 

山
本
牧
師 

 
「霊
、
た
ま
し
い
、
か
ら
だ
の
完
全
な
守
り
」 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

（Ⅰ

テ
サ
ロ
ニ
連
続
講
演
第
一
九
回
）  

「
平
和
の
神
ご
自
身
が
、
あ
な
た
が
た
を
全
く
聖
な
る
も
の
と
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
に
。
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
の
時
、
責
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
の
な
い
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
の
霊
、
た
ま
し
い
、
か
ら
だ
が
完
全
に
守

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
」（
テ
サ
ロ
ニ
ケⅠ

五
ノ
二
三
） 

神
が
人
間
の
全
存
在
、
全
人
格
に
ま
で
及
ぶ
完
全
な
守
り
手
で
あ
り
、
救

い
主
で
あ
る
と
い
う
幸
い
な
約
束
を
深
く
覚
え
た
い
。 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
天
国
に
い
け
る
か
ら
精
神
的
に
病
み
、
体
も
病
ん
で
も

感
謝
す
べ
き
で
す
。
し
か
し
、
神
様
は
霊
も
た
ま
し
い
も
守
っ
て
あ
げ
ま

す
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
で
す
。
動
物
も
感
情
は
あ
る
が
、
霊
と
た
ま

し
い
は
人
間
に
し
か
な
い
と
こ
ろ
し
か
し
、
病
ん
で
い
る
心
を
癒
し
て
く

だ
さ
る
神
様
に
持
っ
て
い
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
た
ま
し
い
、
こ

こ
ろ
は
人
間
の
中
心
で
あ
り
、
霊
は
神
と
交
わ
る
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。

霊
は
非
物
質
的
無
形
的
存
在
で
あ
る
霊
は
旧
約
で
は
（
へ
）
ル
ー
ア
ハ
息

を
す
る
、
吹
く
に
由
来
す
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
プ
ニ
ュ
ー
マ
で
息
、
風

の
用
法
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
が
神
、
人
、
他
の
被
造
物
の
霊
と
し
て
用
い

る
。
神
様
は
ア
ダ
ム
を
土
か
ら
創
造
さ
れ,

鼻
に
ル
ー
ア
ハ
を
吹
き
込
み
生 

け
る
者
と
な
っ
た
の
で
す
。
人
間
に
神
の
霊
が
吹
き
込
ま
れ
た
の
で
す
。 

信
仰
に
よ
り
、
イ
エ
ス
様
の
十
字
架
の
贖
い
を
受
け
入
れ
る
も
の
に
は
た

ま
し
い
と
霊
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
悪
魔
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ

る
。
完
璧
な
守
り
で
あ
る
。
あ
る
人
は
体
の
健
康
だ
け
を
考
え
て
他
の
者

を
疎
か
に
し
て
い
る
。
心
と
精
神
と
思
い
を
つ
く
し
て
神
に
仕
え
る
。
霊

と
真
を
も
っ
て
神
に
つ
か
え
る
。こ
れ
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
体
も
損
な
う
。

先
ず
第
一
は
礼
拝
に
き
て
三
つ
の
祝
福
を
祈
る
。
見
え
な
い
神
の
ま
え
に

聖
と
な
る
。
再
臨
の
ま
え
に
三
つ
を
整
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
再
臨
の
と

き
は
今
は
隠
さ
れ
て
い
る
内
的
な
霊
と
た
ま
し
い
が
現
れ
て
く
る
の
で
す
。 

  

二
〇
一
四
年
八
月
二
七
日
午
後
七
時 

祈
祷
会 

山
本
牧
師 

「
捕
囚
と
荒
廃
の
預
言
」（
エ
ゼ
キ
エ
ル
連
講
一
九
回
） 

「
人
の
子
よ
。
あ
な
た
は
反
逆
の
家
の
中
に
す
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
反
逆

の
い
え
だ
か
ら
、
見
る
目
が
あ
る
の
に
見
ず
、
聞
く
耳
が
あ
る
の
に
聞
こ

う
と
し
な
い
。」（
エ
ゼ
キ
エ
ル
一
二
ノ
二
） 

一
、 

一
～
一
六 

捕
囚
の
荷
物
を
ま
と
め
、
運
び
出
す
こ
と
に
よ
る
象
徴

的
預
言 

二
、 

一
七
～
二
〇
震
え
な
が
ら
パ
ン
を
食
べ
、
水
を
の
む
こ
と
に
よ
る
象

徴
的
預
言 

 

三
、 

二
一
～
二
八 

こ
の
預
言
は
延
期
さ
れ
ず
、
速
や
か
に
成
就
す
る 

 

 

反
逆
の
家
と
は
こ
こ
で
は
バ
ビ
ロ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
こ
と
で
あ
る
。
彼

ら
は
捕
囚
と
言
う
目
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
エ
ル
サ
レ
ム
の

住
民
と
お
な
じ
よ
う
に
、
捕
囚
は
直
ぐ
終
わ
り
、
間
も
な
く
エ
ル
サ
レ
ム

に
帰
れ
る
と
い
う
幻
想
を
抱
い
て
い
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
の
滅
亡
に
関
す
る

預
言
を
無
視
し
、
あ
く
ま
で
も
エ
ル
サ
レ
ム
の
不
滅
を
信
じ
て
い
た
。
そ

の
よ
う
な
バ
ビ
ロ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
エ
ル
サ
レ
ム
は
不
滅
で
な
い
こ
と
を

教
え
る
た
め
に
、
主
は
エ
ゼ
キ
エ
ル
に
象
徴
的
な
行
為
を
命
じ
ら
れ
た
。

神
様
は
ど
れ
だ
け
諭
し
て
も
分
か
ら
な
い
民
に
対
し
て
預
言
者
を
用
い
て

み
言
葉
と
と
も
に
象
徴
的
行
為
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
り
危
機
的
状
況

を
悟
ら
せ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
王
か
ら
民
ま
で
悔
い

改
め
な
か
っ
た
の
で
エ
ゼ
キ
エ
ル
の
預
言
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ご
と
く

に
王
か
ら
民
に
い
た
る
ま
で
バ
ビ
ロ
ン
に
捕
囚
の
民
と
し
て
無
残
な
姿
で

引
か
れ
て
行
っ
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
の
住
民
が
い
か
に
主
の
み
こ
と
ば
を
軽

視
し
て
い
た
か
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
が
彼
ら
の
楽
観
主
義
と
不
信
仰
の

原
因
で
あ
っ
た
。
聖
書
の
言
葉
に
対
す
る
信
頼
の
欠
如
ほ
ど
、
信
仰
の
現

実
性
を
薄
く
し
、
教
会
を
弱
め
る
も
の
は
な
い
。
聖
書
の
み
言
葉
は
絶
対

誤
り
は
な
く
、
そ
の
通
り
に
な
る
確
信
こ
そ
、
教
会
が
こ
の
世
に
あ
り
権

威
と
力
を
も
っ
て
福
音
を
宣
下
伝
え
る
原
点
で
あ
る
。 

（
鷹
取
裕
成
著
「
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
」
参
考
） 
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九
月
行
事
計
画 

四
日
（
木
）
納
骨
堂
掃
除 

午
前
一
〇
時 

五
日
（
金
）
楽
し
い
月
一
回
の
祈
り 

午
後
一
時 

七
日
（
日
）
ヨ
ベ
ル
約
束
献
金
日 

礼
拝
後
役
員
会 

一
五
日
（
月
）
兵
庫
キ
リ
ス
ト
青
年
集
会 

午
後
一
時 

県
民
会
館 

一
八
日
（
木
）
櫛
原
家
集
会 

午
後
二
時 

二
二
日
（
月)  

兵
庫
宣
教
会 

午
後
一
半 

明
石
人
丸
教
会 

二
三
日
（
火
）
教
団
牧
師
会 

二
九
日
（
月
）
説
教
塾 
午
前
一
一
時 

神
港
教
会 

三
〇
日
（
火
）
兵
庫
リ
バ
イ
バ
ル
牧
師
会 

午
後
一
時 

東
部
教
会 

※
九
月
会
計
役
員 

尾
瀬
姉 

小
段
姉 

大
内
姉 

 
 

九
月
の
召
天
会
員 

 

一
日 

新
福 

 
 

勇
兄 

三
五
周
年 

 

二
日 

山
川 

 

早
女
姉 

二
八
周
年 

 

三
日 

村
山 

 

鶴
子
姉 

二
六
周
年 

 

七
日 

村
山 

千
代
子
姉 

六
九
周
年 

一
〇
日 

藤
原 

 

し
か
姉 

六
七
周
年 

十
一
日 

西
原 

 

次
郎
兄 

四
八
周
年 

十
二
日 

仲
里 

 
 

俊
姉 

四
七
周
年 

十
五
日 

森 
 

勘
太
郎
兄 

七
二
周
年 

十
五
日 

砂
川 

 

好
秋
兄 

五
七
周
年 

二
二
日 

北
田 
 

や
ゑ
姉 

八
〇
周
年 

二
二
日 

高
橋 
 

葉
子
姉 

三
〇
周
年 

二
二
日 

松
原 

 

善
子
姉 

一
四
周
年 

二
三
日 

片
山 

ヨ
シ
ノ
姉 

三
二
周
年 

二
六
日 

杉
山 

 

シ
ゲ
姉 

六
〇
周
年 

二
七
日 

守
屋 

 

幹
二
兄 

一
三
周
年 

  

二
七
日 

魚
住 
 

忠
功
兄 

 

一
周
年 

二
八
日 

桑
田 
 

庫
三
兄 

八
三
周
年 

三
〇
日 

守
屋 

 

郁
恵
姉 

七
三
周
年 

三
〇
日 

野
崎 

 

年
恵
姉 

五
五
周
年 

※
召
天
会
員
の
遺
族
の
方
は
、
納
骨
堂
周
辺
の
掃
除
を
お
願
い
し
ま
す 

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

一
〇
月
一
三
日(

月)

祝
日 

昼
一
時 

 

一
、
司
会 

山
本 

稔
牧
師 

二
、
賛
美 

和
歌
山
福
音
教
会 

村
林
か
な
え
牧
師 

三
、
信
仰
の
体
験 

尾
瀬
姉 

四
、
話
し 

岡
山
聖
成
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師 

足
達 

和
章 

集
会
行
進
案
内 

食
事 

午
後
四
時
～
午
後
五
時 

行
進 

午
後
五
時
～
午
後
六
時
前 

行
進
コ
ー
ス 

教
会
→
長
田
神
社
→
長
田
商
店
街
→
高
速
長
田
駅
前 

外
の
司
会 

山
本
牧
師 

外
の
証
し 

西
田
潔
嗣
牧
師 

一
〇
月
一
三
日(

月)

祝
日 

夕
六
時 

一
、 

司
会 

足
達 

和
章
牧
師 

二
、
賛
美 

和
歌
山
福
音
教
会 

村
林
か
な
え
牧
師 

三
、
信
仰
の
体
験 

 

四
、
話
し 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
聖
成
伝
道
教
会
牧
師 

山
本 

稔
師 


